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エボニックが日本で新しいモノシラン製造施設を稼働 

 

• 未来志向のソーラーエネルギーとエレクトロニクス市場に投資 

• モノシランとアエロジル（AEROSIL®）の統合製造施設を 

四日市で稼働 

• エボニックがモノシランの世界有数メーカーに 

 

エボニック インダストリーズ（ドイツ・エッセン）とパートナーの大陽日酸 

株式会社（TNSC）は本日四日市市で、モノシランとアエロジル（AEROSIL®）の

統合製造施設を正式に稼働します。 

 

エボニック モノシラン ジャパン株式会社（本社：東京都新宿区 代表取締役 

社長：ウルリッヒ・ジーラー）の四日市工場は本日 6 月 3 日、正式に開所 

します。これにより、拡大する太陽電池とエレクトロニクス市場に対応した 

未来志向型プロジェクトが実現します。プロジェクトの総額は約 1 億 5,000 万

ユーロであり、2010 年におけるグループ最大のプロジェクトです。またエボニッ

クは、TNSC とモノシランを供給する長期契約を締結しています。 

モノシランは、薄膜型太陽電池、フラットスクリーンディスプレイ、また半導体の

生産に使用されています。アエロジルは、プラスチック、カラランツ、コーティン

グ等における用途があります。 

 

エボニック インダストリーズの取締役会長であるクラウス・エンゲルは、 

「日本での多額の投資により、エボニックは未来志向の太陽エネルギー市場

におけるポジションと、技術分野におけるポジション双方を大幅に向上するこ

とができます。また同時にエボニックは、資源の効率化というグローバルな 

メガトレンドに大きく貢献することができます」と述べています。またエンゲルは、 

3 月に日本を襲った東日本大震災と福島第 1 原子力発電所の深刻な被害に

衝撃を受けており、「本日この大変な時期に、エボニックの従業員、パートナー、

お客様が力を合わせて新しい製造施設の稼働を開始し、新たなメッセージを

発信できるのは、極めて有意義なことです」と力説しました。 

 

一方、エボニックのインオーガニックマテリアルズ ビジネスユニットの責任者で 

あるトーマス・ハーマンは、「四日市で生産されるモノシランにより、エボニック

はアジアを中心とした市場で高成長を遂げている、薄膜型太陽電池、フラット

スクリーンディスプレイ、半導体といったアプリケーションへの対応が可能に 

なります」と述べています。エボニックのパートナーである TNSC は、 

シランなどの産業ガスと特殊ガスの世界有数の供給企業であり、長年に 

わたりアジアのエレクトロニクス産業の大手顧客にガスを供給しています。 
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新施設でモノシラン製造に使用されるプロセスはエボニックが開発した技術に

よるものであり、ドイツ・ラインフェルデンの生産施設は、すでにこの技術を 

使用して操業しています。四日市の新工場は、エレクトロニクス・グレードの 

モノシランをアジア市場に供給します。 

エボニックはクロロシランとモノシランの世界最大規模のメーカーであり、 

ソーラーエネルギーとエレクトロニクス産業向けに主要コンポーネントを 

生産しています。 

 

 

 

 

 

 

 
エボニック インダストリーズについて 
エボニック インダストリーズはドイツのクリエイティブな産業グループです。私たちのコアビジネスである 
スペシャルティケミカルでは世界的リーダーとなっています。また発電事業や不動産部門も保有しています。

私たちの業績は創造性・専門性・自己革新力・信頼性によって作り上げられています。 
 
エボニック インダストリーズは世界100ヶ国以上で活動しており、2010年度は34,000人の社員を有し、 
総売上高は133億ユーロ、EBITDA（金利・税金・償却前利益）は24億ユーロを計上しました。 

 
日本におけるエボニック グループ 
「日本におけるエボニック グループ」はエボニック デグサ ジャパン株式会社をはじめとして、エボニック モノ

シラン ジャパン株式会社、日本アエロジル株式会社、DSL．ジャパン株式会社、ダイセル・エボニック株式会

社の4社のグループ会社とともにお客さまに満足いただける製品をご提供しています。 
 
免責事項 
このプレスリリースに記載されている見通しや期待、または将来の予測に関する記述は、既知または未知

のリスクと不確実性を含む可能性があります。実際の結果や発展は事業環境の変化により異なる場合が 
あります。エボニック インダストリーズ AGはこのリリースに含まれる見通し、期待、記述に関して、更新の 
義務を負いません。 
 

 
 


